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そして，これらの影響を考慮して，第 3 章並びに第 4 章の研究成果をもとに，甲板縦材間の 1 パネル
および上甲板の圧壊強度を求める手順を示し，解析を行っている。この結果をもとに，船体上甲板の




















(5) 補強板の崩壊モードは，補強材寸法によって崩壊 1 (全体座屈後，全体崩壊)，崩壊 II (局部座
屈後，全体崩壊)および崩壊田(局部座屈後，局部崩壊)の 3 つに分類できることを示している。
さらに，補強板の圧壊強度に及ぼす溶接初期不整の影響についても一連の解析を行って定量的に明
らかにしている口
(6ì 船体の静的強度上最も重要な構造部材である上甲板を対象として 建造条件と初期不整の発生状
況の関係を調査し，これらの影響を考慮して上甲板の圧壊強度を解析している。さらに，この解析
結果をもとにして 船体上甲板の最適設計手順をノ示している。
以上のように，本論文は板と補強板の圧壊強度並びに補強材の限界剛比に関する重要な新知見を与
-430-
えるものであり，造船学並びに構造工学上寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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